
平
成
十
八
年
二
月 

吉 

日 

 
大
震
災
・
大
事
故
に
当
た
り
、
迅
速
な
人
命
救
助
・ 

  

被
災
地
復
興
支
援
の
た
め
、
全
国
主
要
地
に
予
め 

  
 

 
 

 

基
地
を
設
け
、
救
援
す
る
具
体
策
を
提
案
す
る 
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代 
を 

刷 

新 

す 

る 

会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会 
長 

塩 

川 

正 

十 

郎 

内
閣
総
理
大
臣 

 
 

 
 

 
 

 

（
起
案
）
災
害
時
緊
急
支
援
体
制
検
討
委
員
会 

  

小 

泉 

純 

一 

郎 
 

殿 
  

注 

こ
の
ご
提
案
を
申
し
上
げ
る
二
団
体
に
つ
い
て 

Ａ
、
財
団
法
人 

協
和
協
会
（
外
に
対
し
て
は
万
邦
協
和
、
内
に
お
い
て
は
政
財
官
学
民
の
協
調
和
合
） 

 

当
協
会
は
、
岸
信
介
元
総
理
を
盟
主
（
会
長
）
と
し
て
、
昭
和
四
九
年
十
二
月
に
総
理
府
管
轄
の
公
益
法
人
と

し
て
設
立
さ
れ
た
。
第
二
代
会
長
は
福
田
赳
夫
元
総
理
、
第
三
代
会
長
は
櫻
内
義
雄
元
衆
議
院
議
長
、
現
会
長
は

塩
川
正
十
郎
元
財
務
ほ
か
四
大
臣
。
そ
の
趣
旨
は
「
各
界
の
志
あ
る
指
導
者
・
経
験
者
が
、
党
派
・
利
害
・
打
算

の
次
元
を
超
え
て
、
真
に
国
家
的
見
地
か
ら
、
わ
が
国
立
国
の
基
礎
を
な
す
諸
課
題
を
検
討
し
て
、
世
の
中
に
貢

献
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
。
政
・
財
・
官
・
学
・
民
各
界
の
指
導
者
ク
ラ
ス
有
志
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
内

部
に
各
種
の
部
会
・
委
員
会
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
政
府
へ
百
二
十
本
に
お
よ
ぶ
要
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。
頭

記
の
要
請
書
は
、
災
害
時
緊
急
支
援
体
制
検
討
委
員
会
が
起
案
し
た
。 

Ｂ
、
時
代
を
刷
新
す
る
会
（
何
事
も
、
時
代
を
先
取
り
し
て
取
り
組
ん
で
ゆ
こ
う
と
の
趣
旨
） 

 

本
会
は
、
思
想
・
政
党
を
超
え
、
真
に
国
の
将
来
を
憂
え
る
者
の
集
ま
り
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
、
岸

信
介
元
総
理
を
盟
主
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
会
長
は
、
塩
川
正
十
郎
元
財
務
ほ
か
四
大
臣
。 

 

そ
の
趣
旨
は
、
民
主
主
義
・
自
由
主
義
体
制
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
国
の
内
外
に
山
積
す
る
基
本
的
課
題
を
根
本

か
ら
検
討
し
な
お
す
こ
と
に
よ
り
、
時
代
を
刷
新
し
精
神
を
作
興
し
て
、
国
家
・
民
族
に
新
し
い
活
力
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
現
在
、
学
者
・
文
化
人
・
専
門
家
三
百
五
十
名
を
中
心
に
、
国
会
議
員
関
係
約
二
百
名
、

そ
の
他
、
経
済
人
や
民
間
人
多
数
が
参
加
。
「
財
団
法
人 

協
和
協
会
」
と
は
姉
妹
関
係
。
部
会
・
委
員
会
、
要

請
書
づ
く
り
は
、
（
財
）
協
和
協
会
と
協
力
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。 



 

平
成
十
八
年
二
月 

吉 

日 
 

時
代
を
刷
新
す
る
会
第
二
一
二
六
号
、 

（
財
）
協
和
協
会
第
二
四
八
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

政
治
経
済
部
会
要
請
書
第
八
号
、
災
害
時
緊
急
支
援
体
制
検
討
委
員
会
起
案 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

政
府
宛
提
出
要
請
書
通
算
第
一
二
三
本
目 

 

 

大
震
災
・
大
事
故
に
当
た
り
、
迅
速
な
人
命
救
助
・ 

  

被
災
地
復
興
支
援
の
た
め
、
全
国
主
要
地
に
予
め 

 
 

 
 

１ 

  
 

 
 

 

基
地
を
設
け
救
援
す
る
、
具
体
策
を
提
案
す
る 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

要 

請 

の 

主 
旨 

 

 

我
が
国
は
、
昔
か
ら
世
界
に
知
ら
れ
た
地
震
国
で
あ
り
、
前
世
紀
末
か
ら
で
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
中
越 

地
震
、
福
岡
地
震
が
あ
り
、
地
震
学
者
か
ら
も
、
近
く
東
海
・
東
南
海
・
南
海
、
あ
る
い
は
関
東
大
震
災
な
ど 

の
可
能
性
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

 

私
ど
も
は
、
十
一
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、
中
越
地
震
な
ど
に
お
い
て
、
瓦
礫
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
の 

救
済
が
捗
ら
ず
、
ま
た
、
無
残
に
焼
死
し
た
り
、
仮
設
住
宅
も
十
分
で
な
く
寒
さ
に
震
え
て
い
る
方
々
の
映
像 

が
、
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ
や
新
聞
・
雑
誌
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
た
び
に
、
こ
う
し
た
報
道
が
続
く
と
、
そ
れ
は
、 

時
の
政
府
へ
の
不
信
感
に
つ
な
が
る
こ
と
を
憂
え
、
平
成
十
七
年
一
月
七
日
、
時
の
細
田
博
之
内
閣
官
房
長
官 

に
お
目
に
か
か
り
、
数
本
の
要
請
書
を
提
出
し
た
中
の
一
本
、
『
国
家
の
将
来
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
に
つ
い 

て
は
、
内
閣
府
に
特
別
予
算
枠
を
設
け
執
行
い
た
だ
き
た
き
要
請
』
書
の
一
項
目
と
し
て
、
こ
う
し
た
大
震
災 

（
特
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
以
上
）
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
自
治
体
や
省
庁
で
は
な
く
、
ま
ず
、
内
閣
府
が
直 

接
、
救
援
の
指
揮
と
直
接
の
対
応
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
、
要
請
を
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
も
、
学
者
等
を
集
め
中
央
防
災
会
議
を
充
実
・
推
進
す
る
な
ど
一
応
の
対
応
を
考
え 

 
 

２ 

て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
団
体
も
、
そ
の
後
、
内
部
に
「
災
害
時
緊
急
支
援
体
制
検
討
委
員
会
」
を
検
討 

設
置
し
て
、
当
団
体
は
、
学
者
よ
り
も
む
し
ろ
現
場
の
分
か
る
方
々
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
十
ヵ
月
ほ
ど
か
け 

て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
対
応
策
を
考
え
、
ま
た
、
特
に
、
日
本
全
国
に
約
八
つ
の
基
地 

を
設
け
、
ど
こ
に
巨
大
地
震
や
津
波
が
発
生
し
て
も
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
三
十
分
以
内
で
駆
け 

つ
け
、
３
時
間
以
内
に
瓦
礫
の
下
の
人
命
を
救
出
し
、
迅
速
に
手
術
な
ど
の
医
療
行
為
に
着
手
し
、
そ
の
他
、 

消
火
活
動
、
飲
料
水
・
生
活
用
水
・
食
糧
の
供
給
を
行
う
、
各
種
の
大
震
災
・
大
事
故
対
策
を
ま
と
め
ま
し
た 

の
で
、
政
府
に
お
か
れ
て
も
、
お
読
み
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
お
取
り
上
げ
て
下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る 

次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 
 



詳
細
は
、
要
請
書
の
中
の
「
要
請
の
理
由
」
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
要
旨
を
掲
げ
る
と
、 

一
、
瓦
礫
に
埋
も
れ
て
い
る
人
を
出
来
る
限
り
短
時
間
に
救
出
す
る
た
め
、
自
衛
隊
所
有
の
大
型
ヘ
リ
コ
プ 

タ
ー
で
（
組
み
立
て
な
し
の
）
十
二
ト
ン
前
後
の
挟
み
重
機
を
、
被
災
現
場
に
空
輸
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

二
、
送
電
線
の
断
絶
な
ど
の
復
旧
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
救
助
の
た
め
の
照
明
、
手
術
、
暖
房
な
ど
の
た 

 

め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
、
大
型
ヘ
リ
で
空
輸
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

三
、
大
震
災
に
付
き
も
の
の
火
災
消
火
の
た
め
、
小
型
消
防
自
動
車
を
空
輸
す
る
ほ
か
、
消
火
の
た
め
の
吸 

 
 

水
ポ
ン
プ
や
高
圧
送
水
ホ
ー
ス
も
、
早
急
に
空
輸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

四
、
救
急
ヘ
リ
で
医
師
・
看
護
師
を
運
ぶ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
手
術
用
・
治
療
用
の
医
療
機
器
類
を
は
じ
め
手 

 
 

３ 

 
 

術
・
診
療
用
の
大
型
テ
ン
ト
、
そ
の
他
、
純
水
ほ
か
各
種
医
薬
品
も
早
急
に
空
輸
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

五
、
被
災
地
内
で
、
救
援
活
動
・
通
路
開
設
の
た
め
ク
ロ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
（
鉄
製
の
無
限
軌
道
走
行
装
置
） 

付
小
型
車
両
、
資
材
運
搬
用
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
、
担
架
、
車
椅
子
、
そ
の
他
、
電
動
カ
ッ
タ
ー
は
じ
め
各 

種
の
い
わ
ゆ
る
小
道
具
も
必
要
で
あ
る
。 

六
、
大
震
災
な
ど
の
被
災
地
で
は
、
通
常
、
一
般
電
話
や
携
帯
電
話
が
通
話
不
良
と
な
る
の
で
、
被
災
地
の 

被
害
現
状
を
把
握
し
報
告
す
る
た
め
の
緊
急
交
信
・
指
令
用
通
信
の
た
め
、
衛
星
通
信
施
設
を
用
意
す
る
。 

七
、
被
災
者
が
、
体
育
館
、
学
校
な
ど
の
公
共
的
施
設
へ
収
容
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
非
常
用
食
糧
・
飲
料
水 

 

は
も
ち
ろ
ん
、
洗
面
・
炊
事
・
洗
濯
の
た
め
の
生
活
用
水
を
早
急
に
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め 

     

河
川
や
湖
沼
か
ら
の
水
の
浄
水
装
置
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

八
、
就
寝
時
の
毛
布
は
も
ち
ろ
ん
、
寒
気
に
は
防
寒
用
寝
袋
、
防
寒
具
、
暖
房
機
、
冷
房
装
置
も
、
早
急
に 

 

用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

九
、
避
難
所
に
も
、
暖
房
・
冷
房
、
炊
飯
な
ど
の
た
め
に
、
出
来
る
だ
け
早
急
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の 

 

発
電
機
を
設
置
し
、
１
０
０
人
用
の
灯
油
バ
ー
ナ
ー
式
大
型
炊
飯
器
も
運
び
た
い
。 

十
、
避
難
所
な
ど
で
、
特
に
困
る
の
は
ト
イ
レ
で
あ
る
。
当
団
体
で
は
、
下
水
管
を
必
要
と
し
な
い
気
化
式 

 

ト
イ
レ
の
開
発
を
指
示
し
、
現
在
実
証
が
進
ん
で
い
る
。
簡
易
浴
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
も
検
討
し
て
い
る
。 

十
一
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
用
の
オ
ム
ツ
も
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
妊
婦
や
体
調
を
崩
し
た
高 

齢
者
は
優
先
的
に
、
小
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
被
災
地
外
の
病
院
に
運
ぶ
必
要
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

４ 

十
二
、
当
団
体
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
具
体
策
を
検
討
し
た
結
果
、
日
本
全
土
を
７
～
８
地
区
に
分
け
て
、 

 
 

各
地
区
に
、
災
害
時
緊
急
支
援
対
策
の
た
め
の
基
地
を
予
め
用
意
し
て
、
大
震
災
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、 

 

三
十
分
か
ら
一
時
間
以
内
に
被
災
地
へ
前
記
資
材
等
を
空
輸
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。 

十
三
、
こ
の
、
災
害
時
緊
急
支
援
対
策
の
た
め
の
基
地
に
は
、
自
衛
隊
の
Ｃ
Ｈ
４
７
型
な
ど
大
型
ヘ
リ
は
じ 

 

め
、
小
型
ヘ
リ
が
着
・
発
進
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。 

十
四
、
Ｃ
Ｈ
４
７
型
大
型
ヘ
リ
を
持
つ
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
で
は
、
上
述
し
た
各
種
機
材
・
資
材
・
器
材
の 

 

迅
速
収
納
・
搬
出
は
も
ち
ろ
ん
、
つ
り
下
げ
空
輸
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 

 

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
所
有
の
日
本
製
大
型
四
発
飛
行
艇
に
つ
き
、
当
団
体
で
は
、
メ
ー
カ
ー
に
約
十
ト 



 
 

ン
の
水
・
海
水
を
運
ん
で
消
火
に
当
た
れ
る
よ
う
、
そ
の
構
造
設
計
の
研
究
を
要
請
中
で
あ
る
。 

十
五
、
な
お
、
こ
れ
ら
各
地
の
基
地
に
は
、
ヘ
リ
の
発
着
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
上
述
し
た
各
種
の
機
材
・
資
材 

 
・
器
材
、
そ
し
て
当
面
の
飲
料
水
・
医
薬
品
・
食
糧
・
衣
料
を
備
蓄
し
て
置
く
倉
庫
を
建
て
て
お
く
必
要 

 
 

が
あ
る
。
そ
の
各
基
地
の
敷
地
と
し
て
は
、
八
千
坪
～
一
万
坪
を
想
定
し
て
い
る
。 

十
六
、
そ
れ
ら
備
蓄
倉
庫
に
は
、
Ａ
、
災
害
現
場
へ
す
ぐ
運
ぶ
も
の
。
Ｂ
、
避
難
場
所
へ
運
ぶ
も
の
。
Ｃ
、 

 
 

災
害
情
況
に
よ
り
、
特
に
備
え
置
く
べ
き
も
の
。
ま
た
、
引
火
し
に
く
い
灯
油
・
軽
油
な
ど
の
貯
蔵
庫
。 

 

等
々
に
分
け
た
倉
庫
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
倉
庫
に
備
蓄
し
て
お
く
べ
き
機
材
・
資
材
・
器
材
、 

 

あ
る
い
は
、
当
面
の
飲
料
水
・
医
薬
品
・
食
糧
・
衣
料
の
数
量
を
想
定
し
、
そ
の
一
覧
表
を
、
本
要
請
書 

 
 

５ 

 
 

の
末
尾
に
添
付
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
各
種
事
項
は
、
後
記
「
要
請
の
理
由
」
の
（
十
六
） 

 

に
詳
述
し
て
あ
る
。 

十
七
、
そ
の
備
蓄
倉
庫
に
備
え
お
く
各
種
品
目
の
提
示
と
、
そ
の
費
用
の
試
算
表
の
提
示
に
つ
い
て 

 
 

 

な
お
、
各
基
地
に
お
い
て
、
そ
の
倉
庫
に
保
管
し
て
お
く
べ
き
各
種
品
目
の
数
量
の
一
覧
表
も
、
こ
の 

 
 

要
請
書
の
末
尾
に
添
付
し
て
あ
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
算
定
金
額
に
つ
い
て
は
、
現
時
点 

 

で
は
空
欄
に
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
政
府
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
試
算
金
額
入
り
一
覧
表
を
、 

い
つ
で
も
御
提
示
し
た
い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 

要 

請 

の 

理 

由 
 （

一
）
瓦
礫
に
埋
も
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
３
～
４
時
間
以
内
に
救
出
で
き
れ
ば
、
生
命
が
助
か
る
可
能
性 

 
 

 
 

が
高
い 

 
 

 
 

被
災
地
で
は
、
周
辺
の
道
路
、
鉄
道
な
ど
交
通
機
関
が
、
隆
起
・
陥
没
・
落
盤
・
ひ
び
割
れ
・
崖 

 
 

 

崩
れ
な
ど
に
よ
り
、
使
用
不
可
能
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
孤
立
す
る
被
災
地
も
多
い
。 

 
 

ａ
、
こ
れ
ま
で
、
被
災
地
で
、
瓦
礫
を
取
り
除
く
重
機
が
入
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
道
路
を
整 

 
 

 
 

備
し
て
か
ら
や
っ
と
三
日
後
に
救
助
に
と
り
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
助 

 
 

 

か
る
人
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
四
日
以
上
経
っ
て
偶
然
生
き
て
救
出
さ
れ
る
と
報
道
の
タ
ネ
と 

 
 

６ 

 
 

 

な
る
始
末
で
、
こ
れ
で
は
、
国
民
の
批
判
も
高
ま
る
。 

 
 

ｂ
、
瓦
礫
を
取
り
除
く
重
機
に
は
、
特
に
先
端
が
ハ
サ
ミ
状
の
重
機
が
有
効
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー 

 
 

 
 

ト
建
造
物
が
崩
壊
し
た
場
合
に
は
、
大
型
重
機
ほ
ど
有
効
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
自
衛
隊
の
Ｃ
Ｈ 

 
 

 

４
７
型
大
型
ヘ
リ
で
も
、
つ
り
下
げ
て
運
ぶ
に
は
、
風
圧
の
関
係
な
ど
か
ら
お
の
ず
か
ら
制
約
が 

 
 

 

あ
り
、
ま
た
、
大
型
重
機
を
分
解
し
て
運
び
、
被
災
地
で
組
み
立
て
る
に
は
、
か
な
り
時
間
を
必 

 
 

 

要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
分
解
し
な
い
で
つ
り
下
げ
運
ぶ
に
は
、
十
二
ト
ン
位
ま
で
が
限
界
で
あ
る 

 
 

 

の
で
、
備
蓄
倉
庫
に
格
納
し
て
お
く
の
は
、
基
本
的
に
は
十
二
ト
ン
程
度
の
重
機
を
数
台
用
意
し 

 
 

 

て
お
く
の
が
実
用
的
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達
し
た
。 



 
 

ｃ
、
民
間
ヘ
リ
で
は
、
２
～
３
ト
ン
の
吊
り
下
げ
が
限
度
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
、
自
衛
隊
所
有
の 

 
 

 

Ｃ
Ｈ
４
７
型
ヘ
リ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
迅
速
性
に
欠
け
る
。
災
害
時
に
、
内
閣
府
か
ら
自
衛
隊
へ 

 
 

 
 

大
型
ヘ
リ
の
迅
速
出
動
を
ご
下
命
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

 
ｄ
、
な
お
、
当
団
体
で
は
、
ど
う
し
て
も
重
機
が
入
ら
な
い
被
災
地
で
の
救
出
を
考
え
、
あ
る
大
手 

 
 

 

企
業
に
、
２
～
３
ト
ン
の
塊
で
も
、
一
人
の
力
で
容
易
に
持
ち
上
げ
移
動
し
う
る
「
チ
ェ
ー
ン
ブ 

 
 

 

ロ
ッ
ク
」
の
開
発
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
実
証
に
成
功
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
こ
の 

 
 

 
 

「
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
量
は
な
い
の
で
、
基
地
に
複
数
備
え
置
き
、
空
輸
す 

 
 

 
 

 

る
と
よ
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
」
は
、
各
市
区
町
村
で
予
め
備
え
お
く
こ 

 
 

７ 

 
 

 
 

 

と
が
望
ま
し
い
。 

（
二
）
大
型
自
家
発
電
機
を
早
急
に
、
被
災
地
へ
運
ぶ
必
要
が
あ
る
。 

 
 

 

ａ
、
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
被
災
地
の
送
電
塔
が
倒
れ
た
り
送
電
線
が
切
れ
た
り
し
て
停
電
と
な 

 
 

 

る
。
そ
し
て
、
そ
の
復
旧
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
の
が
普
通
で
あ
る
。 

 
 

ｂ
、
負
傷
し
た
人
を
治
療
す
る
た
め
、
医
師
を
救
急
ヘ
リ
で
運
び
、
手
術
器
具
も
ヘ
リ
で
運
ぶ
と
し 

 
 

 
 

て
、
そ
の
手
術
を
し
た
り
、
夜
間
に
治
療
す
る
に
は
、
ま
ず
、
電
気
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、 

 
 

 
 

当
団
体
で
は
、
救
急
ヘ
リ
で
医
師
や
手
術
器
具
を
運
ぶ
と
同
時
に
、
自
家
発
電
機
を
、
被
災
地
へ 

 
 

ヘ
リ
で
運
ぶ
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
自
家
発
電
機
は
、
当
初
は
小
型
な
も
の
で
も 

  

  

 
 

よ
い
と
い
え
る
。 

 

ｃ
、
そ
の
自
家
発
電
機
は
、
被
災
地
で
は
火
災
に
引
火
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
で
は
な 

 
 

 
 

く
、
引
火
し
に
く
い
軽
油
を
燃
料
と
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
や
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ 

 
 

 
 

ッ
サ
ー
を
空
輸
す
る
必
要
が
あ
る
。
後
述
す
る
手
術
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
、
寒
気
の
時
期
に
は 

 
 

 
 

暖
房
の
た
め
、
特
に
必
要
で
あ
る
。 

 
 

 

ｄ
、
被
災
者
を
小
・
中
学
校
や
体
育
館
な
ど
に
収
容
し
た
場
合
、
そ
こ
で
も
、
炊
事
・
洗
濯
・
暖
房 

 
 

 

・
冷
房
な
ど
に
電
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
３
ト
ン
ほ
ど
の
自
家
発
電
機
が
必
要 

 
 

 
 

 

に
な
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
１
台
で
約
７
０
０
人
の
生
活
が
維
持
で
き
る
。 

（
三
）
大
震
災
時
に
起
こ
る
火
災
消
火
の
た
め
、
消
防
自
動
車
、
吸
水
ポ
ン
プ
、
高
圧
送
水
ホ
ー
ス
の
空
輸 

 
 

 

８ 

 
 

 
 

阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
も
、
大
火
災
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
、
消
火
活
動
を
迅
速
に 

 
 

 

開
始
し
な
い
と
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
当
団
体
は
、
こ
こ
は
や
は
り
、
自
衛
隊 

 
 

 

の
Ｃ
Ｈ
４
７
型
ヘ
リ
な
ど
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
災
害
対
策
基
地
か
ら
、
小
型
消
防
車
〔
出
来
れ 

 
 

 

ば
ク
ロ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
（
鉄
製
の
無
限
軌
道
走
行
装
置
）
付
〕
を
複
数
台
、
空
輸
す
る
ほ
か
、
消
火 

 
 

 

の
た
め
吸
水
ポ
ン
プ
や
高
圧
送
水
ホ
ー
ス
も
早
急
に
空
輸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
四
）
被
災
地
で
の
負
傷
者
の
た
め
、
手
術
用
・
治
療
用
の
医
療
機
器
類
、
手
術
用
大
型
テ
ン
ト
の
空
輸
も 

 
 

 
 

 

ま
た
、
救
急
ヘ
リ
で
医
師
・
看
護
師
を
運
ぶ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
手
術
用
・
治
療
用
の
医
療
機
器
類 

 
 

 
 

を
は
じ
め
手
術
・
診
療
用
の
大
型
テ
ン
ト
、
そ
し
て
各
種
医
薬
品
も
早
急
に
空
輸
す
る
必
要
が
あ
る
。 



 
 

な
お
、
当
面
の
飲
料
水
と
し
て
、
大
量
の
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
空
輸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
五
）
救
援
活
動
・
通
路
開
設
の
た
め
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
（
鉄
製
の
無
限
軌
道
走
行
装
置
）
付
小
型
車 

 
 

両
、
担
架
、
車
椅
子
の
空
輸
も
早
急
に 

 
 

 
被
災
地
内
で
、
救
援
活
動
、
車
両
の
通
行
路
開
設
の
た
め
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
（
鉄
製
の
無
限
軌 

 
 

道
走
行
装
置
）
付
小
型
車
両
、
資
材
運
搬
用
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
、
そ
し
て
、
担
架
、
車
椅
子
、
そ
の
他
、 

 
 

電
動
カ
ッ
タ
ー
は
じ
め
各
種
の
い
わ
ゆ
る
小
道
具
も
、
早
急
に
大
型
ヘ
リ
に
吊
り
下
げ
な
い
し
格
納
し 

 
 

 

て
、
被
災
地
へ
運
ぶ
必
要
が
あ
る
。 

（
六
）
被
災
地
の
現
状
把
握
の
た
め
、
緊
急
交
信
・
指
令
用
の
通
信
と
し
て
、
衛
星
通
信
施
設
を
開
設
す
る 

 
 

 

９ 

 
 

被
災
地
で
は
通
常
、
一
般
電
話
や
携
帯
電
話
が
通
話
不
良
と
な
る
の
で
、
被
災
地
の
被
害
状
況
を
的 

 
 

確
・
迅
速
に
把
握
し
対
策
を
立
て
る
た
め
、
被
災
地
と
そ
の
外
部
の
対
策
基
地
と
の
間
で
、
緊
急
情
報 

 
 

交
信
・
指
令
用
通
信
が
で
き
る
よ
う
、
通
信
衛
星
に
よ
る
特
別
の
回
線
を
設
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

（
七
）
公
共
施
設
へ
収
容
さ
れ
た
被
災
者
に
、
浄
水
装
置
に
よ
る
生
活
用
水
、
非
常
用
食
糧
を
供
給
す
る 

 
 

 

被
災
者
が
、
体
育
館
・
学
校
な
ど
の
公
共
的
施
設
へ
収
容
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
非
常
用
食
糧
や
ペ
ッ 

 
 

ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
水
は
も
ち
ろ
ん
、
近
く
の
河
川
・
湖
沼
・
海
の
水
を
浄
水
す
る
装
置
も
用
意
し
て
、 

 
 

被
災
地
へ
運
び
、
洗
面
・
炊
事
・
洗
濯
の
た
め
の
生
活
用
水
も
、
早
急
に
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
八
）
防
寒
用
寝
袋
、
防
寒
具
、
あ
る
い
は
、
暖
房
具
、
冷
房
機
器
の
用
意
も 

 

  

  
 

 

被
災
地
に
、
就
寝
時
の
毛
布
は
も
ち
ろ
ん
、
寒
気
に
は
防
寒
用
寝
袋
、
防
寒
具
、
暖
房
機
。
ま
た
、 

 
 

 

夏
期
に
は
、
冷
房
機
器
、
等
々
。
季
節
に
応
じ
て
、
搬
入
す
る
も
の
も
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

（
九
）
避
難
所
に
も
、
早
急
に
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
発
電
機
を
設
置
し
、
大
型
炊
飯
器
の
搬
入
も 

 
 

 

避
難
所
に
も
、
暖
房
・
冷
房
、
炊
飯
な
ど
の
た
め
に
、
出
来
る
だ
け
早
急
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン 

 
 

 

発
電
機
を
設
置
し
、
ま
た
、
一
〇
〇
人
用
灯
油
バ
ー
ナ
ー
式
大
型
炊
飯
器
も
運
び
た
い
。 

（
十
）
簡
易
ト
イ
レ
、
簡
易
浴
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
も
、
早
期
に
避
難
所
に
運
び
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

 
 

 

避
難
所
な
ど
で
、
特
に
困
る
の
は
ト
イ
レ
で
あ
る
。
被
災
地
で
は
上
水
道
も
下
水
管
も
破
断
し
て
い 

 
 

 

る
ケ
ー
ス
が
大
き
い
の
で
、
当
団
体
で
は
、
そ
う
し
た
下
水
管
も
必
要
と
し
な
い
災
害
用
の
い
わ
ゆ
る 

 
 

「
気
化
式
ト
イ
レ
」
を
メ
ー
カ
ー
に
開
発
す
る
よ
う
研
究
を
依
頼
し
、
現
在
、
実
証
段
階
で
あ
る
。
ま 

 
 

０

 
 

た
、
簡
易
浴
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
も
、
よ
い
製
品
を
捜
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１ 

（
十
一
）
乳
幼
児
・
高
齢
者
用
オ
ム
ツ
の
用
意
。
妊
婦
や
体
調
を
崩
し
た
高
齢
者
の
へ
リ
に
よ
る
救
出 

 
 

 

被
災
地
で
は
、
赤
ん
坊
・
幼
児
や
高
齢
者
用
の
オ
ム
ツ
も
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
妊 

 
 

 

婦
や
体
調
を
崩
し
た
高
齢
者
は
優
先
的
に
、
小
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
被
災
地
外
の
病
院
に
運
ぶ
必
要 

 
 

が
あ
る
。
透
析
患
者
・
心
臓
病
患
者
の
た
め
の
薬
品
な
ど
も
、
早
急
に
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
十
二
）
上
記
検
討
の
結
果
と
し
て
、
日
本
全
土
を
７
～
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
予
め
基
地
を
設
け
る 

 
 

 

当
団
体
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
う
し
た
対
策
を
早
急
に
実
施 

 
 

 

す
る
た
め
に
は
、
結
局
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
大
震
災
や
原
発
事
故
や
大
テ
ロ
な
ど 



 
 

に
備
え
、
日
本
全
土
を
、
例
え
ば
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
関
西
、
中
部
・
北
陸
、
中
国
・
四
国
、 

 
 

 

九
州
と
い
っ
た
７
～
８
地
区
に
分
け
て
、
各
地
区
に
、
災
害
時
緊
急
支
援
対
策
の
た
め
の
基
地
を
予
め 

 
 

用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
（
各
基
地
の
敷
地
面
積
は
約
８
０
０
０
坪
を
予
定
） 

（
十
三
）
こ
の
基
地
に
は
、
小
型
ヘ
リ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
衛
隊
の
Ｃ
Ｈ
４
７
大
型
ヘ
リ
離
発
着
の
敷
地
が
必
要 

 
 

 

こ
の
基
地
は
、
当
然
、
活
断
層
な
ど
の
危
険
が
あ
る
と
こ
ろ
を
避
け
、
地
盤
の
し
っ
か
り
し
た
と
こ 

 
 

 

ろ
を
選
び
、
か
つ
、
そ
の
各
基
地
に
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
衛
隊
の
Ｃ
Ｈ
４
７
型
な
ど
大
型
ヘ
リ 

 
 

が
離
着
陸
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
敷
地
が
必
要
で
あ
る
。 

（
十
四
）
陸
上
自
衛
隊
所
有
の
大
型
ヘ
リ
乗
員
の
日
ご
ろ
の
救
援
訓
練
、
海
上
自
衛
隊
の
四
発
飛
行
艇
の
活
用 

 
 

１ 

 
 

 

Ｃ
Ｈ
４
７
大
型
ヘ
リ
を
持
つ
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
で
は
、
上
述
し
た
各
種
機
材
・
資
材
・
器
材
を
迅 

 
 

１ 

 
 

 

速
に
収
納
・
搬
出
す
る
訓
練
、
ま
た
、
重
機
な
ど
重
量
の
あ
る
も
の
を
吊
り
下
げ
空
輸
す
る
た
め
の
訓 

 
 

練
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 

 

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
で
は
、
そ
の
所
有
す
る
日
本
製
の
大
型
四
発
飛
行
艇
に
つ
き
、
こ
の
飛
行
艇
を 

 
 

改
良
す
れ
ば
、
約
十
ト
ン
の
水
・
海
水
を
瞬
時
に
吸
入
し
て
飛
び
立
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
の
結
論 

 
 

 

に
達
し
、
そ
し
て
、
そ
の
大
量
の
水
を
、
被
災
地
の
火
災
現
場
に
撒
布
し
て
消
火
に
あ
た
れ
る
の
で
、 

 
 

い
ま
、
こ
の
大
型
飛
行
艇
を
製
造
し
て
い
る
日
本
メ
ー
カ
ー
に
、
そ
う
し
た
改
造
・
開
発
を
検
討
し
て 

 
 

も
ら
っ
て
い
る
。
政
府
に
お
か
れ
て
も
、
そ
う
し
た
装
備
・
機
能
を
備
え
た
大
型
飛
行
艇
を
、
海
上
自 

   

 

 
 

衛
隊
に
保
有
さ
せ
る
こ
と
を
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
十
五
）
そ
の
基
地
に
、
災
害
現
場
に
直
送
す
る
も
の
、
避
難
場
所
へ
運
ぶ
も
の
な
ど
に
分
け
た
倉
庫
を 

 
 

こ
れ
ら
各
基
地
に
は
、
前
述
し
た
離
発
着
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
上
述
し
た
各
種
機
材
・
資
材
・
器 

 
 

 

材
、
そ
し
て
、
当
面
の
飲
料
水
・
医
薬
品
・
食
糧
・
衣
料
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
く
倉
庫
を
建
て
て
お
く 

 
 

必
要
が
あ
る
。
そ
の
各
基
地
の
敷
地
と
し
て
は
、
八
千
坪
～
一
万
坪
を
想
定
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

な
お
、
災
害
が
発
生
す
る
と
、
民
間
の
有
志
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
物
資
の
寄
附
送
付
が
あ
る
が
、 

 
 

そ
れ
が
、
被
災
地
の
役
場
宛
な
ど
の
た
め
、
道
路
の
損
壊
な
ど
で
、
目
的
地
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、 

 
 

折
角
の
救
援
物
資
が
途
中
の
道
路
脇
に
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
う
し
た
こ
と
の
た
め 

 
 

に
も
、
予
め
地
区
ご
と
の
基
地
が
決
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
民
間
の
好
意
に
よ
る
救
援
物
資
は
、
そ
の
基 

 
 

２ 

 
 

 

地
に
配
達
し
て
も
ら
い
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
も
、
そ
の
基
地
内
で
、
食
糧
・
衣
料
・
そ
の
他
の
品 

 
 

１ 

 
 

 

に
仕
分
け
し
て
、
同
種
の
も
の
を
梱
包
し
て
、
被
災
地
に
運
ぶ
と
い
う
便
利
さ
か
ら
も
、
基
地
を
置
く 

 
 

 

意
義
が
あ
る
。 

（
十
六
）
備
蓄
倉
庫
は
、
ま
ず
現
場
へ
直
送
す
る
も
の
、
避
難
場
所
へ
運
ぶ
も
の
、
等
々
に
分
け
て
建
て
る 

 
 

 
 

さ
ら
に
こ
れ
ら
倉
庫
は
、
Ａ
、
人
命
救
助
の
た
め
災
害
発
生
現
場
へ
す
ぐ
搬
送
す
る
も
の
。
Ｂ
、
被 

 
 

災
地
の
住
民
が
収
容
さ
れ
た
体
育
館
な
ど
避
難
場
所
へ
搬
送
す
る
も
の
。
Ｃ
、
そ
の
他
、
災
害
情
況
に 

 
 

よ
り
、
特
に
備
え
置
く
べ
き
も
の
。
Ｄ
、
さ
ら
に
、
発
電
機
な
ど
の
燃
料
に
使
う
引
火
し
に
く
い
灯
油 

 
 

・
軽
油
な
ど
の
貯
蔵
タ
ン
ク
、
等
々
に
分
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
倉
庫
を
建
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 



 
 

 
 

な
お
、
当
団
体
で
は
、
被
災
地
救
済
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
用
品
を
研
究
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、 

 
 

被
災
地
で
の
負
傷
者
を
手
術
す
る
た
め
の
簡
易
テ
ン
ト
と
し
て
、
手
術
台
三
台
を
収
容
し
う
る
五
坪
ほ 

 
 

ど
の
合
成
樹
脂
製
の
蛇
腹
方
式
の
テ
ン
ト
は
、
重
量
７
０
キ
ロ
ほ
ど
で
、
僅
か
二
分
で
２
名
の
人
間
で 

 

組
み
立
て
う
る
実
演
も
視
察
し
た
。
ま
た
、
緊
急
用
手
術
台
も
重
さ
４
１
㎏
の
も
の
、
手
術
用
照
明
装 

 

置
も
３
３
㎏
と
、
一
般
の
も
の
よ
り
軽
量
の
も
の
が
あ
り
、
小
型
ヘ
リ
で
も
、
容
易
に
搬
送
で
き
る
も 

 
 

 

の
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
不
幸
に
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
場
合
の
、
特
製
の
遺
体
収
容
袋
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。 

 
 

 

な
お
、
基
地
に
備
蓄
し
て
お
く
薬
品
類
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
期
限
が
あ
る
の
で
、
そ
の
数
カ
月 

 
 

３ 

 
 

 

前
に
そ
れ
を
多
尐
安
価
で
市
場
に
提
供
す
る
方
法
を
考
え
る
と
か
、
ま
た
、
そ
う
し
た
医
薬
品
な
ど
は
、 

 

１ 

 
 

基
地
に
常
時
医
師
や
薬
剤
師
を
常
駐
さ
せ
る
の
は
費
用
が
か
か
る
の
で
、
そ
の
基
地
の
近
辺
に
あ
る
市 

 
 

 

町
村
の
薬
剤
師
に
時
折
り
見
回
り
管
理
さ
せ
る
よ
う
な
、
法
制
も
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
こ 

 
 

 

こ
に
併
せ
、
提
案
し
て
お
き
た
い
。 

 
 

 

ま
た
、
も
し
、
原
子
力
発
電
所
事
故
な
ど
で
放
射
能
が
漏
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
対
処
す 

 
 

 

る
防
御
服
、
防
御
マ
ス
ク
等
々
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 

 
 

 
 

さ
ら
に
、
ど
こ
で
大
震
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
も
、
そ
の
災
害
地
や
そ
こ
に
い
た
る
地
域
に
お 

 
 

い
て
、
そ
の
救
援
活
動
に
従
事
す
る
人
を
予
め
決
め
て
組
織
し
、
訓
練
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

  

 

 
 

そ
れ
は
、
既
存
の
消
防
団
ば
か
り
で
な
く
、
災
害
救
援
団
と
い
っ
た
組
織
と
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、 

 

衛
星
通
信
回
線
な
ど
に
よ
り
指
令
を
受
け
、
適
切
・
迅
速
な
救
援
活
動
を
行
う
も
の
で
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ 

 
 

 

や
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
、
そ
の
他
有
志
で
構
成
す
る
組
織
を
、
政
府
も
、
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

ま
た
、
そ
れ
ら
組
織
と
し
て
、
当
団
体
な
り
の
「
防
災
初
動
時
体
制
」
の
系
統
図
も
、
御
参
考
ま
で 

 
 

 

に
添
付
し
て
お
い
た
。 

（
十
七
）
そ
の
備
蓄
倉
庫
に
備
え
お
く
各
種
品
目
の
提
示
と
、
そ
の
費
用
の
試
算
表
の
提
示
に
つ
い
て 

 
 

 

当
団
体
で
は
、
そ
れ
ら
倉
庫
に
備
蓄
し
て
置
く
べ
き
機
材
・
資
材
・
器
材
、
あ
る
い
は
当
面
の
飲
料 

 
 

水
・
医
薬
品
・
食
糧
・
衣
料
の
数
量
を
想
定
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
費
用
も
試
算
し
て
あ 

 

る
。
そ
う
し
た
各
種
品
目
の
一
覧
表
も
、
本
要
請
書
の
末
尾
に
添
付
し
て
あ
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い 

 
 

４ 

 

た
だ
き
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１ 

 
 

 

そ
の
算
定
金
額
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
空
欄
に
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
政
府
が
望
ま
れ
る
の
で 

 

あ
れ
ば
、
そ
の
試
算
金
額
入
り
一
覧
表
を
、
い
つ
で
も
御
提
示
し
た
い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

 

 

 

 


